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〈 ､（
鴬

会
の
例
に
も
れ
ず
、
極
め
て
軍
現
今
の
急
迫
せ
る
財
政
下
、
誠

鯲
蕊
蕊
潅
重
蕊
議
鯉

蕊
鰄
篭
蕊
講
蕊
蕊
鑑

《
譲
鍾
電
ん
で
居
り
ま
す
こ
と
は
、
先
爺
と
な
《
て
お
り
、
本
市
も
産
業

為
政
者
の
方
々
の
厚
い
ご
指
導
都
市
と
し
て
の
一
大
開
発
を
目

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
と
、
市
民
各
位
の
ご
理
解
、
ご
指
し
て
真
剣
に
取
り
組
む
と
き

昭
和
四
十
一
年
の
郷
土
の
発
展
と
住
民
の
福
祉
の
た
め
に
綴
鮮
鍜

ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
き
新
春
を
迎
議
長
川
松
光
彦
覚
を
新
た
に
し

え
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝
し
て
お
議
会
一
丸
と
な
っ
て
郷
士
の
伸

げ
ま
す
。
る
次
才
で
あ
り
ま
す
。
長
発
展
に
努
力
を
払
う
所
存
で

私
、
客
年
十
二
月
市
議
会
本
市
が
今
後
果
す
べ
き
事
業
あ
り
士
一
す
。
天
馬
空
を
駈
け
る

幽
魂
吠
祇
識
澤
蓉
雷
砿
塞
司
蓉
榊
蛾
準
逢
謹
識
緯
綜
辮
剰
窪
罐
隼
蹄
極
一
錐
埼
奉
鐸
》
呼
帳
幟

負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
じ
め
花
貫
ダ
ム
の
建
設
促
進
、

せ
て
皆
様
の
ご
健
勝
を
衷
心
ょ

議
会
の
正
常
な
る
運
営
は
、
都
市
農
村
の
振
興
改
善
、
住
宅
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご

地
方
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
国
建
設
、
老
朽
校
舎
の
改
修
等
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

協
力
を
賜
わ
り
、
か
つ
市
議
会
年
も
ひ
き
つ
づ
き
オ
ニ
年
月
の

．
』
い

や

Ⅱ

紗

熟

散

て
一
言
ふ
れ
て
ゑ
た
い
と
存
じ
た
に
計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す

つ
つ
し
ん
で
市
民
の
柔
な
さ
ま
す
。
こ
と
は
、
花
貫
川
島
曾
根
の
多

蕊
郷
淫
鯲
わ
が
市
の
無
限
の
発
展
に
努
力
目
的
ダ
ム
の
建

設
及
び
、
工
業

す
。
市
長
安
村
篇
団
地
の
造
成
の

こ
こ
に
希
望
多
ぎ
昭
和
四
十
ま
ず
昨
年
も
重
点
施
策
と
し
実
現
に
つ
い
て
鋭
意
努
力
を
い

↑
評
抽
諦
一
糯
唾
哩
皐
確
赴
乖
一
」
棒
鉦
錐
諏
鋤
鐸
吋
壁
訊
弍
華
睦
唾
春
酎
銃
癖
搾
鋤
鐸
蹄
癖
需
諦

私
は
、
市
の
発
展
と
市
民
福
の
計
画
及
び
調
森
は
予
定
通
り
に
努
め
た
い
と
念
願
い
た
し
て

祉
の
向
上
の
た
め
、
山
積
す
る
進
渉
し
国
の
施
策
に
即
応
し
つ
お
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
私
の
た

事
業
の
遂
行
に
力
を
注
い
で
ま
つ
本
市
の
も
つ
特
殊
性
を
十
分
垂
水
理
坐
錘
瀝
羅
喉
轆
鵬
妹
恥

い
り
ま
し
た
が
、
幸
い
市
民
の
に
生
か
す
、
独
自
の
農
政
を
推
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

ゑ
な
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
と
ど
進
い
た
す
様
計
画
を
た
て
、
本
し
ま
す
。

427



(2）市報た か ぎは昭和41年1月5日発行

選
が
行
わ
れ
、
四
つ
の
常
任
委
大
久
保
清

殿
王
謬
鮭
謹
鴬
無

員
会
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な

〃
辱
趣
唾
◎
小
松
正
治
○
小
田
木
四
郎
道
雄
、
野
田
家
利
、
阿
部
正
寿

伊
藤
平
二
男
、
吉
田
秀
吉
、

（
写
真
は
大
和
田
知
之
氏
）
鈴
木
朝
記
、
鈴
木
好
之
、
藤
井
◇
建
設
委
員
会

さ
る
十
二
月
六
日
の
臨
時
市
実
◎
大
部
重
高
○
矢
代
良
三

議
会
に
お
い
て
正
副
議
長
の
改
田
所
幸
男
、
渡
辺
束
治
、
作
山

選
が
行
わ
れ
、
議
長
に
川
松
光
◇
文
教
厚
生
委
員
会

巌
、
大
部
蕪
、
上
田
祐
寿

彦
氏
、
副
議
長
に
大
和
田
知
之
◎
石
安
太
郎
○
中
島
豊
注
◎
・
…
・
・
委
員
長

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
五
町
て
る
、
大
和
田
知
之
、
○
・
：
…
副
委
員
長

な
お
各
部
常
任
委
員
会
の
改
川
島
研
治
、
渡
辺
伝
、
真
鍋
博

■
■
グ
Ｅ
ヰ
ク
込
泊
″
■
甦
夕
ｒ
執
■
■
且
、
ｇ
ｐ
延
夕
〃
巳
Ｆ
〃
且
己
年
Ｆ
も
幻
〃
上
司
〃
■
Ｅ
■
白
い
ａ
”
廷
西
国
ａ
ｎ
年
庇
込
且
■
Ｌ
も
ダ
ダ
も
幻
〆
踏
■
夕
■
泊
己
ケ
■
ヨ
ク
い
殉
占
■
も
〆
含
込
夕
画
叺
■
茸
日
、
ご
″
巳
■
牙
仏
河
三
ケ
、
町
α
Ｌ
抄
毎
日
■
■
口
、
■
Ｐ
仏
画
■
■
「
■
ず
、
。
タ
ミ
白
４
■
已
昇
茸
己
□

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ⅱ
０
１
■
Ｒ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
■
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
ｒ
１

ｌ
Ｉ
ｌ

Ｌ
■
Ｆ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｕ
■
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｂ
Ｉ
ｌ
ｌ
‐
１
１
１
１
１…

当
市
で
は
、
社
会
保
障
制
度
ま
し
た
ら
、
至
急
市
役
所
保
険

家
族
の
か
た
が
三
割
負
担

確
立
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
三
衛
生
課
国
保
係
ま
で
お
出
下
さ

で
診
療
を
う
け
る
に
は

十
四
年
四
月
一
日
か
ら
国
民
健
い
。

康
保
険
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
発
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
万
一
、
一
部
負
担
金
を
五
割
支

足
当
時
は
世
帯
主
、
非
世
帯
主
の
一
部
負
担
金
の
割
合
の
世
帯
払
っ
た
と
き
は
、
世
帯
主
の
か

共
に
、
一
部
負
担
金
は
五
割
で
員
欄
を
、
三
割
に
更
正
し
な
け
た
が
、
市
役
所
保
険
衛
生
課
国

そ
の
後
昭
和
三
十
八
年
十
月
一
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
被
保
険
者
保
係
に
用
意
し
て
あ
る
「
差
額

日
以
降
世
帯
主
の
一
部
負
担
金
証
の
世
帯
員
の
欄
を
更
正
し
な
支
給
に
関
す
為
請
求
書
」
を
提

が
三
割
と
な
り
、
現
在
に
い
た
い
で
診
療
を
う
け
た
場
合
（
市
出
す
れ
ば
、
二
割
相
当
額
を
現

り
ま
し
た
が
、
本
年
一
月
一
日
内
の
お
医
者
さ
ん
に
は
あ
り
ま
金
で
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

よ
り
非
世
帯
主
（
家
族
）
ま
で
せ
ん
が
）
一
部
負
担
金
を
従
前
◎
藥
価
基
準
が
改
正
さ
れ
ま
し

範
囲
を
拡
大
し
て
、
三
割
を
負
通
り
五
割
負
担
を
す
る
こ
と
も
た

担
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
更
正
を
昭
和
四
十
年
十
一
月
一
日
よ

し
た
。
し
な
い
被
保
険
者
の
方
が
あ
り
り
、
薬
価
基
準
が
改
正
さ
れ
、

正
副
議
長
が
変
り
ま
し
た

議
長
に
川
松
光
彦
氏
副
議
長
に
大
和
田
知
之
氏

｜

引
下
げ
ら
れ
る
と
共
に
、
新
薬
一
一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
で
教
育
委
員
会
へ
照
会
下
さ
い
。

の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
取
り
入
れ
一
す
。
こ
の
日
は
新
ら
た
に
成
人
な
お
高
萩
市
に
住
民
登
録
し
て

函
彬
垂
罪
韮
畦
癖
呼
取
勵
爆
許

礒
溶
匪
沖
趨
岬
嚥
極

被
保
険
者
の
一
部
が
社
会
保
険

加
入
、
転
入
、
転
出
、
出
生
、

死
亡
等
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は

必
ず
被
保
険
者
証
及
び
印
鑑
持

参
の
上
、
市
役
所
市
民
課
に
用

意
し
て
あ
る
用
紙
に
よ
り
、
十

月
以
内
に
保
険
者
（
高
萩
市
）

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

被
保
険
者
全
員
が
転
出
等
に
よ

り
異
動
す
る
と
き
は
、
転
出
先

で
被
保
険
者
証
は
使
用
す
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

者
に
返
還
の
上
、
転
入
先
の
市

区
町
村
役
場
で
新
し
い
被
保
険

者
証
の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い

康
保
険
の
診
療
外
と
な
る
薬
品

が
殆
ど
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

同
時
に
点
数
表
が
改
正
に
な
り

初
診
料
、
往
診
料
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
診
料
等
、
技
術
料
が
引
き
上

げ
に
な
り
ま
し
た
。

を
済
ま
し
て
下
さ
い
イ
、
厚
生
年
金
保
障
や
、
共
日
に
五
○
才
を
こ
え
る
人
。

そ
し
て
時
代
に
矛
つ
た
老
後
の
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

Ｔ
２
■
＄
ｈ
ｐ
、
、
■
■
、
、
■
Ｐ
シ
、
ョ
ｐ
§
、
■
■
シ
ｚ
ｐ
ｊ
、
■
Ｐ
５
、
ｄ
Ｐ
う
且
■
、
門
■
戸
抄
別
Ⅱ
～
も
。
腰
§
、
■
Ｐ
§
く
ｄ
Ｆ
、
、
■
く
。
ｐ
、
、
６
，
Ｎ
何
戸
、
§
■
Ｐ
、
、
凱
旧
鉛
、
‐
自
吃
く
ｄ
■
§
、

今
年
満
二
○
才
に
達
し
た
人
生
活
保
障
を
只
今
か
ら
硴
保
し
人
の
配
偶
者
。

左
は
国
民
年
金
に
加
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ロ
、
恩
給
や
年
金
な
ど
を
も

１
Ｊ
『

｜

被
保
険
者
の
異
動
に
つ
い
て
当
市
に
お
い
て
は

(国民年金だよ リ

｜

〃

Ⅷ

一

画

劃

帽

加

入

届

く

司

琴

討

紀

）

く

／“ゞ

‐
ノ
。
／
ｆ
〃
叶
淘
喝
和
ヨ
ー
レ
封
塞
‐
叫
耳
一

Ｊ
ｔ
勇
形
ｚ
吟
じ
｜
才
二
Ｃ
才
力
を
五
十
ヵ
才
ま
て
ぐ
全
日
糊
仇
高
等
学
校
の

て
お
り
ま
す
こ
と
は
の
国
内
に
居
住
す
る
日
本
国
民
生
従
と
大
学
の
学
生

卸
頃
．
刷
り
『
９
、
日

御
承
知
の

③
、
加

よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
二
○
才
か
ら
五
十
九
才
ま
で
〈
、
全
日
制
の
高
等
学
校
の

入
す
る
こ
と
が
法
に
①
、
強
制
加
入
と
な
る
人
ら
え
る
人
及
び
そ
の
配
偶
者

成
人
と
な
ら
れ
た
人
々
の
た
め
に
入
で
き

こ
と
と
思い
ま
す
が
な
い
人

左
の
人
炎
は
加
入
し
で
②
③
を
除
く
す
べ
て
の
人
。
イ
、
厚
生
年
金
保
障
や
共
済

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
②
、
任
意
加
入
（
希
望
加
入
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人

一
月
十
五
日
市
主

催
に
よ
る
成
人
式
を

高
萩
市
公
会
堂
に
お

い
て
午
前
十
時
三
十

分
よ
り
挙
行
い
た
し

耕
す
。
本
年
の
該
当
者
は

昭
和
二
十
矩
四
月
二

日
よ
り
二
十
一
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
れ

た
人
で
男
一
『
ハ
一
名

女
一
七
九
名
に
対
し

は
が
き
で
個
人
宛
案

内
状
を
差
上
げ
ま
し

た
。
こ
の
案
内
状
は

十
二
月
中
に
届
い
て

一

一
雁
ノ
に
い
い
Ｆ
八
‐
Ｌ
｝

め
に
、
成
人
と
し
て

の
自
覚
を
高
め
る
と

共
に
社
会
人
と
し
て

の
晴
れ
の
門
出
を
全

国
民
こ
ぞ
っ
て
祝
福

激
励
す
る
意
義
深
い

国
民
の
祝
日
で
す
。

ん
て
●
わ
た
し
の
訴

い
る
筈
で
あ
り
ま
す
が
調
査
も
え
た
い
こ
と
等
で
二
十
分
間
位

れ
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
に
ま
と
酌
下
て
さ
い
。

§
■
胃
ｙ

い
な
く
て
も
帰
省
そ

の
他
で
、
高
萩
市
の

成
人
式
に
参
加
希
望

の
方
は
ご
遠
慮
な
く

申
出
下
さ
い
。

高
萩
市
成
人
式
に

お
い
て
は
成
人
と
な

っ
た
人
の
意
見
や
今

迄
感
じ
て
い
た
こ
と

考
え
て
い
た
こ
と

の
発
表
左
行
っ
て
、

立
派
に
成
長
さ
れ
た

青
年
を
広
く
一
般
の

人
々
に
認
識
し
て
載

く
よ
う
計
画
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
発
表

者
を
募
集
い
た
し
て

お
り
永
嘩
す
か
ら
、
教

育
委
員
会
、
社
会
教

育
課
に
ご
連
絡
願
い

ま
す
。
内
容
は
●
こ

ん
な
仕
事
に
一
生
を

棒
け
た
い
●
職
場
で

考
え
る
こ
と
④
農
村

に
生
き
る
●
通
信
教

育
定
時
制
高
校
に
学
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市
内
の
二
つ
の
農
業
協
同
組

合
（
高
萩
農
協
、
松
岡
農
協
）

が
一
つ
に
な
っ
て
『
高
萩
市
農

業
協
同
組
合
』
を
設
立
す
る
た

め
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
話

し
合
い
が
ま
と
ま
り
、
二
月
一

日
よ
り
新
組
合
「
高
萩
農
業
協

同
組
合
」
と
し
て
発
足
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

農
協
の
使
命
に
つ
い
て
は
今

さ
ら
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く

農
家
経
営
の
近
代
化
、
合
理
化

と
所
得
の
増
大
を
目
指
し
て
日

夜
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
、

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
の
現
状

は
、
経
済
の
発
展
に
つ
れ
て
他

鵬
鰄
鵲
棚
Ｊ
２
堀
一
祁
烈
Ｆ

二
月
三
日
よ
砿
新
組
合
迄
じ
だ
発
足

成
人
の
日

さ
あ
人
生
山
狂
設

へ
の
一
弟
一
圭
一

望

び
‐
一
へ
》
ザ
君
蚕
る
幸

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ

の
産
業
と
の
格
差
が
増
大
し
、

農
業
労
仇
力
は
減
少
し
、
耕
地

は
ま
す
ま
す
せ
ば
め
ら
れ
、
営

業
上
の
不
便
は
日
増
し
に
増
大

し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
両

農
協
が
一
つ
に
な
っ
て
、
営
農

長
期
計
画
を
樹
立
し
て
、
農
家

に
密
着
し
た
作
目
を
選
択
し
て

類
型
別
の
営
農
計
画
が
た
て
ら

れ
、
営
農
団
地
造
成
の
指
導
援

助
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
期
待
し

ま
す
。こ
の
た
め
各
之
耕
種
、
そ
菜

畜
産
等
部
内
別
に
専
門
の
営
農

指
導
員
を
配
置
し
、
徹
底
し
た

営
農
指
導
事
業
を
行
い
、
こ
の

１
山
風
Ｉ

．Ｊ

１

■
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

寺
ｈ
ｈ

ｊ
．
》
γ
平

一

『
へ

上

ア
・令
色
’
０
や
》
〆
、
。

・
見
一

い
擬

WI
Nツ?づ?〆I

I 侭岬
、 ／

三
十
一
日
以
前
に
死
亡
し
て
い

る
場
合
に
は
、
そ
の
遺
族
（
法

人
が
解
散
し
て
い
る
場
合
に
は

一
般
承
継
人
）
。

注
①
買
収
さ
れ
た
農
地
か
一
畝

に
満
た
な
い
人
は
、
給
付
の
対

象
か
ら
は
ず
さ
れ
る
。

②
農
地
を
買
い
あ
げ
ら
れ
た

と
同
時
に
、
国
か
ら
農
地
の
売

渡
し
を
受
け
て
い
る
人
は
γ
買

収
農
地
の
面
積
か
ら
、
売
渡
し

を
受
け
た
農
地
の
面
積
を
差
引

〃
ぐ
、
。

事
業
拡
大
と
安
定
経
管
の
中
心

と
し
て
、
農
協
経
営
の
合
理
化

を
は
か
り
、
農
家
へ
の
サ
ー
ビ

ス
と
利
益
か
配
分
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。I農地被買収者に給付金

請求期限42年3月31日まで

農
地
被
買
収

者
等
に
対
す
る

給
付
金
の
支
給

に
関
す
る
法
律

（
い
わ
ゆ
る

「
農
地
報
償

法
」
）
が
制
定

さ
れ
、
戦
後
の

農
地
改
革
で
農

地
を
一
畝
以
上

買
収
さ
れ
た
人

に
給
付
金
が
支

給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

給
付
の
対
象

農
地
改
革
に

よ
っ
て
農
地
を

買
収
さ
れ
た
人

そ
の
人
が
、
昭

和
四
十
年
三
月

I
注
面
積
が
ふ
え
る
に
つ
れ

て
、
反
当
り
単
価
が
安
く
な
り

百
万
円
で
頭
打
ち
と
な
る
。

給
付
金
は
、
十
年
間
均
等
償

還
（
一
反
未
満
は
五
年
）
の
国

庫
債
券
（
無
利
子
の
記
名
国
債

）
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
発
行
日

は
、
昭
和
四
十
年
六
月
十
六
日

で
す
。

請
求
の
手
続

高
萩
市
役
所
三
階
農
業
委
員

会
で
、
給
付
金
請
求
書
の
用
紙

を
差
し
あ
げ
ま
す
。

請
求
期
限
は
、
昭
和
四
十
二

年
三
月
三
十
一
日
。
請
求
書
の

提
出
は
、
農
業
委
員
会
へ
・

誰
求
の
際
に
、
い
ろ
い
ろ
な

③
買
収
さ
れ
た
農
地
が
、
畑

の
場
合
は
、
六
割
で
計
算
さ
れ

る
。

給
付
の
額

買
収
農
地
の
面
積
に
応
じ
表

の
よ
う
に
、
給
付
金
額
が
き
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
詮
な
さ
ん
と
と
、
も

に
新
し
い
組
合
が
、
ま
す
ま
す

発
展
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。二

町
以
上
反
当
り
六
千
円

三
町
未
満

三
町
以
上
反
当
り
二
千
円

一
反
未
満

一
反
以
上

一
町
未
満

一
町
以
上

二
町
未
満

農
地
面
積
一
給
付
金
額

反
当
り
二
万
円

反
当
り
こ
け
円

一
率
に
二
刀
円

心〆則ミグ画叱伊固戚陣町‘抄､■F唾叩■ 戸、、P,画似●司

邑

〃
つ
ね
に
心
の
中
に

火
の
用
心
を
〃

最
近
市
内
で
火
災
が
ひ
ん
ぱ
内
か
ら
火
災
を
追
放
し
よ
う
で

ん
に
発
生
し
て
、
尊
》
い
生
命
ま
は
あ
り
ま
せ
ん
か
：
。
…

で
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
例
も
あ
◎
寝
タ
〒
ハ
コ
の
禁
止

り
ま
し
た
。
◎
奥
の
部
屋
、
二
階
等
に
は
年

調
年
中
全
国
で
は
、
九
四
○
寄
、
子
供
を
寝
か
せ
な
い

人
の
人
命
が
火
災
で
失
わ
れ
、
◎
二
階
以
上
に
は
非
常
口
、
避

九
、
一
四
五
人
が
負
傷
し
て
い
難
器
具
を
用
意
し
ま
し
ょ
う

ま
す
、
昨
年
一
年
間
に
当
市
で
◎
寝
る
前
、
外
出
前
に
も
う
一

は
三
名
の
尊
い
生
命
が
奪
わ
れ
度
火
の
元
を
確
か
め
る

ま
し
た
。
◎
ヒ
ュ
ー
ズ
は
正
規
の
も
の
を

こ
れ
ら
の
原
因
を
究
明
し
て
、
火
事
と
知
っ
た
ら
ま
ず
二

桑
ま
す
と
、
私
達
の
生
活
の
中
九
番
へ

に
は
、
あ
ま
り
に
も
火
災
の
発
小
さ
な
マ
ッ
チ
一
本
が
、
一

生
条
件
が
多
く
あ
り
ま
す
。

本
の
斑
ハ
コ
が
、
尊
い
生
命
や

そ
こ
で
市
民
の
桑
な
さ
ん
に
酎
罐
蠅
一
識
碓
ル
ベ
諏
唾
い
唾

次
の
こ
と
が
ら
を
守
っ
て
、
市
中
に
火
の
川
心
〃

九
Ｊ
屯
毎
■
堅
■
亙
卑
毛
夕
庁
甦
ヨ
ニ
叫
画
Ｆ
■
苔
タ
Ｌ
■
■
区
画
幻
孟
母
Ｆ
Ｌ
ｚ
Ｆ
■
、
戸
貯
芳
〃
Ｌ
■
〃
回
魂
〃
〃
菖
夛
匹
乃
ｇ
■
亜
■
〃
Ｌ
■
由
■
Ｅ
■
ｒ
ｖ
万
と
亜
■
ａ
■
、
夕
ｒ
Ｌ
■
グ
、
両
■
■
も
釘
ｒ
Ｌ
■
”
も
■
ど
げ
、
毎
Ｆ
己
年
好
■
五
毎
酉
、
釘
〃
己
■
国
〆

》
市
立
才
一
幼
稚
園
で
は
、
出
す
る
。
》

ブ

《
園
児
募
集
を
、
次
の
要
領
で
一
、
許
可
の
条
件
幼
児
の
《

岬
行
な
い
ま
す
。
身
体
が
強
健
で
、
伝
染
性
独

品
一
、
募
集
人
員
百
二
十
名
疾
患
を
有
し
な
い
こ
と
。
》

《
一
、
応
募
資
格
当
市
内
に
通
園
に
む
り
が
か
か
ら
な
《

》
居
住
し
、
昭
和
四
十
一
年
い
こ
と
。
保
護
者
が
、
授
御

》
四
月
一
日
ま
で
に
満
五
才
業
料
そ
の
他
の
経
費
を
、
〉

書
類
か
必
要
で
す
。
請
求
用
紙

に
く
わ
し
く
記
載
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
期
間
は
十
分
あ
り

ま
す
が
、
早
め
に
請
求
用
紙
を

も
ら
っ
て
、
書
類
を
そ
ろ
え
る

と
な
る
者
納
期
日
ま
で
《

画
⑬
團
亀
藁
嘉

一
、
募
集
期

間
昭
和

四
十
一
年
二
月
十
一
日
か
ら
希
望
者
は
、
二
月
一
日
以
唖

十
七
日
ま
で
七
日
間
後
、
募
集
締
切
り
ま
で
の
》

一
、
応
募
手
続
保
護
者
は
間
に
来
園
の
上
、
用
紙
を
恥

所
定
の
入
園
願
に
住
民
票
受
取
り
、
募
集
期
間
内
に
《《

抄
本
（
該
当
幼
児
と
両
親
書
類
提
出
の
こ
と
。

》

が
記
入
さ
れ
て
い
る
者
）
ｒ
、
、
Ｊ
ｆ
、

一
通
を
添
え
、
本
圃
へ
提
、
ノ
１
Ｊ
《

垂
〆
ｒ
■
■
ｐ
Ｌ
Ｆ
垂
ヴ
、
今
Ｔ
も
■
■
且
▽
Ｄ
Ｊ
な
■
Ｆ
Ｌ
上
■
且
弧
凸
証
宅
星
？
Ｌ
Ｂ
占
旺
、
凸
■
唯
戸
ｒ
Ｌ
酉
■
よ
江
己
夕
里
”
■
且
ミ
ニ
占
甦
盃
物
Ｌ
■
■
■
毛
凸
ア
写
夕
ど
こ
■
■
凸
、
ダ
ア
己
凸
画
畳
■
打
Ｉ
■
■
ｒ
Ｌ
ａ
■
凸
垂
■
ｒ
、
■
▼
凸
■
Ｆ
ａ
噴
戸

亀

｜

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

－

疑
問
の
点
は
、
用
紙
を
も
ら

う
と
き
に
、
係
員
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
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’川川川1'11川!’民生・児童委員が決まる’1川1mⅢ川''1’

昨年民生委員の改選が行われ、選考の結果つぎの46名の方左が40年12月1日付で厚生大臣から委嘱されました。

つぎにあげる方灸は3年間社会福祉事業の才一線で活動をつづけます-。

駆
一
松
岡
地
区

地区氏名 ｜ 担当地域 名 担当地域氏名 担当地域 氏唾
一
高
萩
地
区

担当地域氏名地区

圧村義曇侭恋鴬、安艮川6．8．9． 10
（向洋通以北
IIH祁通以四）

安良川6.8. 12四
13（高萩炭砿引
込線以西、昭祁
通以東）

安艮川13. 14. 15

大高甚二郎|島名3南3中3北（
定
数
拓
名
）
昭
和
扣
年
哩
月
１

日
改
選

渡辺 伝春日町1 2丁目 沼野義次

|向洋炭砿柵内向洋炭仏柵内
赤浜1，南1中

ヨ 2の上、 2の下、
3、北原

大内廊子鷺日％”目 平田節夫

山崎三郎騨播3秋山
fA
酸11

青
|戸1 丹高 十一士

Jｰ手

石川 信吉本町2.3丁目

本町｜ 大和町2
てふ（樋渡医院以東
を除く）を際.<丁~~~…. ､

順

北

石
城
、
西

塚
、

人
『
畑

行
石
城

誇
一
香

柴田

今川

-

荒荊 柴田徳夫 台高萩､駒木腺
’ 161718（高萩

大和町1 ．2]一目 関 三郎 炭砿引込線以
利く樋渡医院以四萩 東）
を除く） 柴田仲義甑' 23

1 面F 1」一'．

、 ． 、仁電一瞬へ』ー‘ジーF〆、一・ 心、

を除く） 柴田仲義W'23
唾？ I」一'.

下lll l．、中町、上

鈴沓之太郎|町､永由 若栗、大能、牧ン

場
沼田 ヨ

永川たけ惑蝋1
杉岡、粕内、小

星 さと 和田大工町､
杉内

小松信蕊|職禰､系
小山ひさ子幽職爵雛内

萩|楢出 1松
I

弘大和町3.4丁目 ’

”木七"鮒戦
蔭柵嬢崎 T岬謹鮴『" "亨淵遍臘〕‘

（fBv=ノ（ノ、

盟田武門横川
|司

神谷
大徳辰雄 下君田

渡辺竹彦
岡 佐川亀来大能上､下

囎群 地
#山孤;ヨ
北方発電所 |
高萩炭砿柵内 区
（上手綱地区除
く）

ｒｉ、』〆二、型
七山原山

レハルししじ卜、存
刺し州個斗イ平心４

地 石塚た桑子東本町
大部 ・ミネ高浜町

2.34 地

LJi。
、一Tー ’二1

3丁目’

2丁目

§判角 区
夛汰･イしノ

L 沼田 章
一
鱈

川
田

一
戸
吾
恒

中
上
男
次
武
郎四

沢
田
金
豊地大割

保 所代田柵内､二鈴木杉山きく
〒尊重、｣一同1－■

尚拶暑u1」

肥前町1 千代田|Ⅲ外、金

享子箪・,常心臓､ゞ
和ご士 関口坑、菅の沢関口坑
夫正

L典L靴u｣"鼻旦：
'1コ tﾉ1 11コ正【 台艮’ 生藤

区 玖井光之劫 亭鵠憩 区

’大部 勲¥職4， 仙道坂
埋壷鮒叩三五蝿|享鯉鱒i

1

l

滝
一
岬 手雨¥’' ' '二日二 訣皇髭1 ？

『〉〉戸

ず
、
依
頼
し
た
原
稿
も
予
定
通

り
集
ま
ら
な
け
れ
ば
、
た
だ
あ

せ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
編
集
者
ひ
と
り
で

何
十
枚
、
何
百
枚
と
書
き
ま
く

る
こ
と
は
、
で
き
な
い
相
談
だ

し
、
で
き
た
と
し
て
も
、
紙
面

全
体
の
？
ハ
ラ
エ
テ
イ
を
失
し
て

し
ま
う
。

口
市報I::0｡:烏瀧齢闇 「

来
年
は
や
ひ
の
え
う
ま
の
年

だ
か
ら
、
こ
ど
も
が
生
ま
れ
て

も
し
女
だ
っ
た
ら
将
来
、
嫁
に

や
り
に
く
く
な
る
、
．
：
…
こ
と

し
の
内
に
こ
ど
も
を
生
ん
で
お

こ
う
」
な
ど
と
、
昨
年
下
半
期

の
出
生
率
が
高
か
っ
た
と
か
。

こ
と
し
は
、
そ
の
ひ
の
え
う

ま
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
い
ま

だ
に
地
方
の
農
山
村
地
帯
で
は

こ
の
ひ
の
え
う
ま
牛
ま
れ
の
女

の
子
を
い
み
き
ら
う
と
こ
ろ
が

多
い
よ
う
で
す
が
、
人
間
の
足

が
月
面
に
立
と
う
と
い
う
時
に

い
ま
さ
ら
何
年
生
ま
れ
は
ど
う

の
こ
う
の
と
い
う
時
代
で
も
あ

私
は
こ
う
考
え
こ
う
念
願
す

市
立
才
一
幼
稚
園
長
埋
一１

市
報
に
限
ら
ず
、
ど
う
ゆ
う
テ
ー
マ
で
、
何
枚

県
報
で
も
、
官
報
で
程
度
、
何
月
何
日
迄
に
執
推
し

も
、
こ
れ
を
編
集
し
て
く
れ
と
い
わ
れ
、
承
諾
し
た

な
ら
ば
必
ず
守
る
。
連
約
す
れ

発
行
す
る
の
に
は
、

な
み
な
み
な
ら
ぬ
苦
津
鋤
嘩
嘩
醒
函
睡
症
釧
湘
吐
叩

心
が
い
る
。
即
ち
、

た
だ
け
な
い
。
「
い
そ
が
し
か

所
定
の
期
日
ま
で
に
つ
た
も
の
だ
か
ら
」
な
ど
と
い

必
要
数
の
原
稿
を
そ
う
云
い
訳
は
な
く
も
が
な
だ
。

ろ
え
た
り
、
写
真
や
と
に
も
か
く
に
も
、
公
報
を

カ
ッ
ト
を
、
ど
こ
へ
作
る
人
之
の
身
に
な
っ
て
も
ら

ど
う
入
れ
た
ら
い
い
い
た
い
。
こ
の
心
情
が
あ
る
な

か
、
工
夫
し
た
り
し
ら
ば
、
労
作
に
感
謝
し
、
公
報

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
唾
誌
掴
碓
恥
雌
緬
罐
準
轆
野
津

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

私
は
か
つ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

籾
し
た
原
稿
も
予
定
通
ビ
の
発
表
機
関
を
通
し
、
「
公

ｂ
な
け
れ
ば
、
た
だ
あ
報
に
関
心
を
持
と
う
」
と
の
管

か
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
見
を
ひ
れ
き
し
、
視
聴
者
に
訴

鳴
編
集
者
ひ
と
り
で
え
た
。
こ
の
小
さ
な
叫
び
が
果

何
百
枚
と
書
き
ま
く
し
て
ど
う
反
響
し
た
か
、
そ
れ

塒
で
き
な
い
相
談
だ
は
分
ら
な
い
。
し
か
し
私
の
気

さ
た
と
し
て
も
、
紙
面
持
は
今
で
も
不
変
で
あ
る
。

ハ
ラ
エ
テ
イ
を
失
し
て
さ
て
、
こ
の
市
報
を
手
に
’

た
ら
ど
う
す
る
か
。
先
ず
急
い

Ｊ
ｈ
・
Ｊ
１
、
７
、
ｊ
ｌ
１
ｆ
、
ｊ
Ｉ
１
Ｊ
１
ｉ
ｊ
１
．

り
ま
す
ま
い
。
こ
ん
な
伝
説
こ

そ
ま
さ
に
前
世
紀
も
前
世
紀
、

ま
さ
に
、
む
か
し
む
か
し
の
お

と
ぎ
話
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
昨
年
は
二
人
目
の
ノ
ー
？
ヘ
ル

ｊ
ｄ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
昌
■
■
８
凸
■
・
・
ｑ
吐
耳
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
色
■
Ｔ
■
Ⅱ

一
ひ
の
え
員
ノ
ま
。

一
丙
午
一

型
■
■
戸
■
日
け
且
与
・
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｆ
■
■
■
■
■
”
色
Ｅ
■
■
■
吐
唾
丘
山
口
■
・
Ｐ
居

賞
受
賞
者
ｌ
物
理
学
者
朝
永
先

生
ｌ
を
出
し
た
科
学
日
本
に
、

も
つ
と
も
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、

ま
こ
と
に
奇
妙
な
風
習
が
、
こ

の
ひ
の
え
う
ま
と
い
え
ま
し
よ

矛
『
／
◎

I

元
来
午
年
と
か
已
年
（
昨

年
）
は
、
方
向
を
あ
ら
わ
す
十

二
支
（
ね
、
う
し
、
と
ら
、
う

た
つ
、
染
、
う
ま
、
ひ
つ
じ
、

さ
る
、
と
り
、
い
ぬ
、
い
の
十

二
支
か
ら
由
来
す
る
と
い
わ
れ

て
ま
す
。
こ
れ
が
動
物
の
名
に

ふ
り
か
え
ら
れ
た
の
も
童
話
の

世
界
で
、
そ
れ
が
女
性
の
人
生

に
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
、
全
く

迷
信
以
外
の
な
に
も
の
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
と
し
は
遠
慮
な

く
女
の
子
を
生
ん
で
も
ら
っ
て

ぜ
ひ
こ
う
し
た
迷
信
の
世
界
を

打
ち
破
る
年
と
し
た
い
も
の
で

す
ね
。る

村
一
三

で
全
。
ヘ
ー
ジ
に
目
を
通
す
。
そ

れ
か
ら
、
あ
ち
こ
ち
と
読
ん
で

い
く
。
か
め
ば
か
む
ほ
ど
味
も

で
て
く
る
し
、
疑
問
の
点
も
発

見
で
き
る
。
何
ケ
月
、
何
ヶ
年

か
た
っ
て
、
「
再
読
三
読
す
る

も
ま
た
楽
し
」
と
い
う
＠
へ
き
だ

ろ
》
？
。

一
一
体
、
創
刊
号
（
十
号
ま
で

は
、
「
生
活
改
善
」
と
い
う
標

題
だ
っ
た
が
）
か
ら
、
九
十
九

号
ま
で
、
一
部
も
紛
失
せ
ず
、

保
管
し
て
お
く
人
は
何
人
か
。

保
存
度
と
、
関
心
度
両
者
の
相

関
関
係
を
お
し
は
か
る
の
も
、

あ
な
が
ち
む
だ
と
は
い
え
ま
い

と
こ
ろ
で
私
は
編
集
者
の
お

言
葉
に
甘
え
て
、
随
想
な
ら
ぬ

漫
筆
を
走
ら
せ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
「
漫
筆
漫
に
し
て
漫
に

あ
ら
ず
」
と
ご
海
害
あ
れ
。

厩
こ
の
辺
で
ど
う
や
ら
与
え
ら

れ
た
紙
数
も
つ
き
た
。
公
孫
竜

の
「
白
馬
非
馬
諭
」
が
と
び
だ
一

し
そ
う
だ
。

I
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